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●建設業に働くみなさんの仕事とくらしを応援します

(　1　)　2023 年 ( 令和 5年 ) 3 月 15 日（月 1回 15 日発行）第 854 号 昭和 36 年７月３日　第三種郵便物承認

2023年（令和５年）

第854号
３
月

下記日程は支部会館を休館します。

４月３日（月）終日 書記局会議

土・日・祝日も休館

杉並支部
LINE公式
登録してね

支部会館休館のお知らせ

▼
ロ
シ
ア
が
ウ
ク
ラ
イ
ナ

に
侵
攻
し
て
、
一
年
が
過
ぎ

ま
し
た
。
ま
だ
ま
だ
終
わ

り
の
見
え
な
い
戦
争
が
続

い
て
い
ま
す
。
▼
そ
ん
な
中
、

岸
田
政
権
は
防
衛
費
１
兆

円
を
越
え
る
増
税
を
国
民

に
押
し
付
け
よ
う
と
し
て

い
ま
す
。
増
税
す
る
の
で
は

な
く
、
今
あ
る
予
算
内
で

議
論
し
、
減
ら
す
と
こ
ろ

と
、
増
や
す
と
こ
ろ
、
や
っ

て
い
く
の
が
道
理
だ
と
思

い
ま
す
。
▼
ま
た
コ
ロ
ナ

対
策
資
金
12
兆
円
の
う
ち
、

11
兆
円
が
未
だ
に
何
に
使

わ
れ
た
の
か
明
記
さ
れ
て

い
ま
せ
ん
。
議
論
も
ろ
く

に
し
な
い
今
の
政
府
に
は
、

ハ
ッ
キ
リ
と
「
N
O
」
を
示

し
ま
し
ょ
う
。
▼
４
月
に

は
統
一
選
挙
が
あ
り
ま
す
。

「
ど
こ
が
や
っ
て
も
変
わ
ら

な
い
か
ら
、
選
挙
に
行
か

な
い
」
と
か
、
「
入
れ
る
と

こ
ろ
が
な
い
か
ら
、
○
○
党

に
し
よ
う
」
と
い
う
考
え
は

や
め
ま
し
ょ
う
。

自
分
た
ち
が

安
心
し
て
暮

ら
せ
る
、
戦
争

の
な
い
国
に
す

る
た
め
の
、
第

一
歩
と
し
て
の

地
方
選
挙
で

す
。
必
ず
投
票

に
行
き
ま
し
ょ

う
。

支部の
ホームページは
こちら

検索東京土建杉並支部

https://www.doken-suginami.org/shibu/index.html
４月は投票に行こう

（矢口德太郎・副執行委員長）

2.25講演学習会２

労働保険年度更新３

働き方改革３

敵基地攻撃能力保有は戦争の危
険度高める。「新しい戦前」にさ
せないためにはどうすれば…

事業所の労災・雇用保険の年
度更新の案内。制度の紹介も。

４月から残業60時間以上の割増
が５割に。中小企業にも適用。

公
契
約
条
例
を
周
知
し
賃
上
げ
を

　杉並区公契約条例は2020年４月から、
予定価格5,000万円以上の工事のほか指
定管理などを対象に施行されています。
労働報酬下限額を設定し、違反した場合
に労働者側からの申し出が可能です（３
月までの数字はQRコード参照）。４月か
らの下限は、工事なら公共工事設計労務
単価の90％以上、未熟練工なら、軽作
業員の70％（時給1,365円（前年比90円

増）、業務委託なら
1,138円（前年比45
円増）で審議会から
答申が行われました。

毎
月
の
現
場
賃
金
調
査

投
票
に
行
き
ま
し
ょ
う

私
た
ち
の
声
を
区
政
に

　

４
月
の
統
一
地
方
選
は
、
最
も
身
近
な
政
治
で
あ
る
区

議
会
の
選
挙
で
も
あ
る
と
同
時
に
、
イ
ン
ボ
イ
ス
制
を
は

じ
め
と
す
る
、
命
と
く
ら
し
を
破
壊
す
る
政
治
に
ブ
レ
ー

キ
を
か
け
る
大
き
な
チ
ャ
ン
ス
で
す
。
杉
並
区
で
も
４
月

23
日
（
日
）
を
投
開
票
日
と
し
た
区
議
選
が
あ
り
ま
す
。

声
を
か
け
あ
い
必
ず
投
票
に
行
き
ま
し
ょ
う
。

投
票
マ
ッ
チ
ン
グ
中
止

低
い
投
票
率
問
題

　

国
政
選
挙
の
投
票
率
の
低

迷
も
問
題
視
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
区
の
選
挙
は
さ
ら
に
深

刻
で
す
。
杉
並
区
選
挙
管
理

委
員
会
は
40
％
程
度
に
留
ま

る
投
票
率
の
向
上
を
め
ざ
し
、

ア
ン
ケ
ー
ト
で
自
分
の
回
答

と
近
い
候
補
者
が
わ
か
る

「
投
票
マ
ッ
チ
ン
グ
」
の
導
入

を
計
画
し
ま
し
た
が
、
総
務

省
か
ら
の
技
術
的
助
言
を
受

け
２
月
15
日
に
中
止
を
決
定
。

岸
本
聡
子
区
長
は
「
総
務
省

に
よ
る
と
選
管
以
外
が
実
施

す
る
投
票
マ
ッ
チ
ン
グ
は
規

制
さ
れ
な
い
」
と
し
区
民
へ

の
期
待
を
表
明
し
て
い
ま
す
。

　

直
近
３
回
の
当
選
者
の
う

ち
最
少
の
得
票
の
人
と
次
点

と
の
差
は
、
19
票
、
26
票
、
17

票
。
あ
な
た
の
一
票
で
結
果

が
変
わ
る
可
能
性
は
大
。
投

票
に
行
き
ま
し
ょ
う
。

区
政
が
変
わ
れ
ば

く
ら
し
も
よ
く
な
る

　

区
政
が
変
わ
れ
ば
く
ら
し

も
良
く
な
り
ま
す
。一
例
を

挙
げ
れ
ば
、
昨
年
７
月
に
新

区
長
が
誕
生
し
、
前
区
政
が

値
上
げ
し
た
区
立
学
校
の
学

校
給
食
費
の
値
上
げ
分
を
４

月
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
助
成
し
、

来
年
度
に
は
23
区
中
８
区
が

表
明
し
て
い
る
給
食
の
無
償

化
に
も
踏
み
出
す
方
向
で
す
。

区
議
会
で
は
２
０
１
９
年
に

学
校
給
食
の
負
担
軽
減
条
例

案
が
出
さ
れ
た
も
の
の
反
対

多
数
で
否
決
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
の
長
年
の
要
求

だ
っ
た
公
契
約
条
例
も
、
区

議
会
で
反
対
す
る
議
員
た

ち
が
い
た
た
め
に
実
現
ま
で

20
年
以
上
か
か
っ
た
の
で
す
。

区
民
の
声
を
聞
き
く
ら
し
を

支
え
る
区
議
会
を
つ
く
る
た

め
投
票
に
行
き
ま
し
ょ
う
。

投
票
に
行
き
ま
し
ょ
う

私
た
ち
が
主
人
公

　

統
一
地
方
選
は
国
政
に
も

影
響
し
ま
す
。
イ
ン
ボ
イ
ス

も
戦
争
す
る
国
づ
く
り
も
今

な
ら
ま
だ
止
め
ら
れ
ま
す
。

　

地
域
に
住
み
・
働
く
私
た

ち
こ
そ
主
人
公
で
す
。
新
た

な
戦
前
に
さ
せ
な
い
た
め
に

も
、
政
治
を
人
任
せ
に
せ
ず
、

多
国
籍
企
業
や
国
の
論
理

に
流
さ
れ
ず
、
自
分
た
ち
の

意
思
と
行
動
で
地
域
を
守

る
た
め
に
投
票
に
行
き
ま

し
ょ
う
。

　日本国憲法の前文にあるように
戦争を起こすのは政府であり、地
方自治の実現は戦争する国づくり
へのブレーキになります。

投票率 最少当選 次点

2019年 39.47％ 2,020票 2,001票

2015年 40.12％ 2,024票 1,998票

2011年 39.82％ 2,116票 2,109票

　徳島の吉野川可動堰問題では、
2000年の住民投票により全国で
初めて公共事業が中止に。推進・
反対両者参加の住民運動は徳島方
式として自治の好例。

地方自治は戦争防ぐ装置

ここ３回の杉並区議選は…

住民投票が国を止めた
可動堰問題「徳島方式」

（単位は千分の１）
４月締日分から 労働者 事業主
一般　15.5 ６ 9.5
建設　18.5 ７ 11.5

３月締日分までは 労働者 事業主
一般　13.5 ５ 8.5
建設　16.5 ６ 10.5

 　雇用保険料率が４月賃金締日分から
引き上げになります。天引きの料率は、
４月賃金締日の分から変更です（一般
は千分の６、建設は千分の７）。

インボイス反対の声あげるアニメ関係者

雇用保険

４月から料率アップ

区の投票マッチングは中止に

　

３
月
26
日
（
日
）
に
全
分
会
が
分
会
総
会
を

お
こ
な
い
ま
す
（
会
場
は
左
の
表
を
参
照
）
。

　

コ
ロ
ナ
以
来
３
年
ぶ
り
に
、
各
分
会
が
従
来

の
規
模
で
開
催
し
ま
す
。
お
楽
し
み
企
画
を
用

意
し
て
い
る
分
会
も
あ
り
ま
す
。

　

東
京
土
建
国
保
に
加
入
し
て
い
る
方
は
、
新

年
度
保
険
証
交
付
の
時
に
本
人
確
認
を
す
る

た
め
、
旧
保
険
証
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。
土
建

国
保
加
入
者
１
人
に
つ
き
１
枚
ず
つ
、
デ
ィ
ズ

ニ
ー
リ
ゾ
ー
ト
の
特
別
利
用
券
（
１
、５
０
０

円
を
国
保
組
合
が
負
担
し
利
用
者
は
割
引
）

も
お
渡
し
で
き
ま
す
。
年
一
度
の
大
切
な
会
議
、

お
誘
い
合
わ
せ
の
上
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

分会名 時間 会場
井荻 9:30 井草地域区民センター
西荻 9:30 支部会館　別館
富士見 10:00 高井戸地域区民センター
阿佐谷 9:30 支部会館　本館
中央 12:00 支部会館　本館
浜福 9:30 コミュニティふらっと成田
高和 14:30 支部会館　本館
泉南 10:00 永福和泉区民センター

　東京土建組合は、組合員のみなさん

が綱領の理念と規約に沿って、民主的

に運営するものです。組合員は群に所

属し、群が集まって分会を形成します。

　分会が、毎年一回、一年のまとめを

して、次年度の計画を決め、それを実

行する役員を選出する会が分会総会で

す。

3月26日（日）は年に一度のたいせつな分会総会へ
2023年 分会総会

保険証も交付します

分会総会とは？ ？

登録用紙より前に
投票用紙を書こう
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言葉を粗末にする話

SDGｓ（Sustainable Development Goals）めざして ～ Quality Education ～SDGｓ（Sustainable Development Goals）めざして ～ Quality Education ～

「国民は常に指導者たちの意の
ままになるものだ。とても単純だ。
自分たちが外国から攻撃されて
いると説明するだけでいい。そし
て平和主義者については、彼らは
愛国心がなく国家を危険にさら
す人々だと公然と非難すればい
いだけ。この方法はどの国でも通
用するものだ。」

恐怖再び！忘れまい

ナチスドイツのナンバー２
ヘルマン・ゲーリングの言葉

熱
気
あ
ふ
れ
る
会
場

敵基地攻撃能力保有・防衛費倍増は戦争準備と同義

新
し
い
戦
前
に
さ
せ
な
い

区
議
選
は
そ
の
分
岐
点

　

２
月
25
日
（
土
）
午
後

６
時
30
分
か
ら
、９
条
変

え
る
な
杉
並
市
民
ア
ク

シ
ョ
ン
主
催
の
講
演
学
習

会
が
開
か
れ
、
支
部
か
ら

も
仲
間
が
参
加
し
ま
し
た

（
全
体
67
人
）
。
明
治
大

学
教
授
、
山
田
朗
さ
ん
の

講
演
の
ポ
イ
ン
ト
を
紹
介

し
ま
す（
文
責
・
編
集
部
）。

安
保
３
文
書
で

変
わ
っ
た
こ
と
は

　

昨
年
12
月
決
定
の
安
保

３
文
書
（
①
国
家
安
全
保

障
戦
略
②
国
家
防
衛
戦
略

③
防
衛
力
整
備
計
画
）
は

防
衛
の
文
字
を
軍
事
と
読

み
替
え
て
み
る
と
わ
か
り

や
す
い
。

　

従
来
の
「
防
衛
計
画
の

大
綱
」
が
「
国
家
防
衛
戦

め
た
作
戦
能
力
の
強
化
と
、

相
手
の
攻
撃
が
届
か
な
い

と
こ
ろ
か
ら
攻
撃
す
る
ス

タ
ン
ド
オ
フ
能
力
（
長
射

程
ミ
サ
イ
ル
）
、
無
人
ア

セ
ッ
ト
（
ド
ロ
ー
ン
や
ロ

ボ
ッ
ト
）
防
衛
力
を
強
化
、

戦
い
続
け
る
能
力
の
向
上

を
は
か
る
（
＝
弾
や
ミ
サ

イ
ル
を
増
や
し
、
基
地
を

地
下
化
す
る
な
ど
）
た
め

に
５
年
で
43
兆
円
も
の
予

算
を
提
示
し
た
。

Ｑ
：
独
自
の
戦
略
の
保
有

を
ア
メ
リ
カ
は
許
す

か
？

Ａ
：
核
武
装
な
ど
で
な
け

れ
ば
米
軍
に
と
っ
て
好

都
合
な
の
で
許
す
だ
ろ

う
。

長
い
槍
持
て
ば

相
手
も
持
つ
軍
拡

　

軍
事
費
の
量
的
拡

大
は
、
２
０
１
３
〜

２
０
２
２
年
度
の
10
年

で
５
、０
０
０
億
円
の
軍

事
費
増
だ
っ
た
が
１
年
で

１
兆
４
、０
０
０
億
円
増
。

こ
れ
が
兵
器
体
系
の
質
的

変
換
を
促
す
。
ト
マ
ホ
ー

ク
だ
け
で
な
く
12
式
地
対

艦
誘
導
弾
の
長
射
程
化
は

長
い
槍
を
持
つ
こ
と
。

　

航
続
距
離
の
長
い
零
戦

を
得
た
こ
と
で
海
軍
の
戦

略
が
変
わ
っ
た
戦
前
の
実

績
か
ら
も
、
兵
器
の
性
能

が
既
成
の
戦
略
を
追
い
越

す
時
に
危
険
な
新
戦
略

が
台
頭
す
る
の
は
明
ら
か

（
持
つ
槍
の
長
さ
は
国
家

の
重
要
な
戦
略
）
。

隣
国
は
時
間
経
っ
て
も

隣
国
な
の
だ
か
ら
…

　

現
代
の
台
湾
危
機
と
い

う
中
国
脅
威
論
は
、
明
治

初
期
か
ら
の
ロ
シ
ア
脅
威

論
に
基
づ
く
軍
拡
と
勢
力

圏
の
拡
大
、
戦
後
の
ソ
連

脅
威
論
で
の
再
軍
備
と
同

じ
根
っ
こ
の
話
。

　

戦
争
準
備
期
に
は
、内
側

の
敵
（
＝
非
国
民
）へ
の
対

処
と
し
て
の
思
想
戦
が
強
調

さ
れ
、学
問
・
思
想
・
教
育
へ

の
介
入
、言
論
抑
圧
、
統
制

が
お
こ
な
わ
れ
る
。
現
代
は

徴
兵
で
な
い
民
間
人
技
術

者
の
動
員
も
あ
り
得
る
。

　

大
切
な
の
は
①
戦
争

の
記
憶
を
被
害
と
加
害
の

両
面
か
ら
継
承
し
、
②
市

民
が
軍
事
を
監
視
し
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
す
る
力
を
強
め
、

③
隣
国
は
時
間
が
経
っ
て

も
（
地
理
的
に
）
変
わ
ら

な
い
の
だ
か
ら
、
歴
史
的

な
知
恵
を
し
ぼ
っ
て
付
き

合
い
方
を
創
出
す
る
こ
と
。

　学習会のなかで杉並区選出の衆議院議員・吉田は
るみさんが、憲法審査会の状況を報告しました。
　衆議院憲法審査会では圧倒的に「改憲派」が多く
（50人の委員のうち自・公・維で38人）、女性は３
人だけというジェンダーギャップも深刻で、さらに
会議の進行も「議論する」形でなく各会派から代表
が自分の主張を述べていく方式。まともな議論もな
い積み重ねの先に「議論が熟した」としての強行採
決される危険性を指摘しました。

　野丁場で働く仲間の集まりPAL（Powerful 
Active Leaders）。現場からの声で働きやすい
野丁場の実現をめざして活動してきた織田一
さん（泉南・アルミ工）がその功績をたたえら
れ本部から表彰されました。

【織田一さん談】建設業ひとすじ57年間。PALも
発足当初から10年以上やってきました。今回の表

彰に感謝します。設計労務単価の上昇が現場の賃

金に反映されるよう、これからもがんばります。

　高円寺中央公園から阿佐谷西公園までデ
モ行進します。

衆議院憲法審査会も危うい状況
吉田はるみ衆議院議員語る

なし崩し採決の
おそれも ジ

ェ
ン
ダ
ー
ギ
ャ
ッ
プ
も
深
刻

YouTubeで
見られます

3
25杉並デモ

軍拡・増税反対の声あげよう

織田一さんがPALの本部表彰

現場からの声で
野丁場変えよう

改良と言うがもはや別物
12式地対艦誘導弾の射程を
200㎞→900㎞→1,500㎞
へ「改良」と言いながら「別
物の長い槍」に。

略
」
に
、５
年
計
画
の
「
中

期
防
衛
力
整
備
計
画
」
が

10
年
計
画
の
「
防
衛
力
整

備
計
画
」
に
そ
れ
ぞ
れ
名

前
が
変
わ
っ
た
。

「
防
衛
」
だ
け
突
出
し
た

「
独
自
」
の
軍
事
戦
略
へ

　

国
家
安
全
保
障
の
戦

略
は
、
外
交
や
経
済
、
食

料
な
ど
も
含
む
べ
き
な
の

に
、
防
衛
だ
け
突
出
。
自

前
の
軍
事
戦
略
を
持
つ
と

い
う
大
転
換
。
し
か
し
日

米
同
盟
に
加
え
自
前
の
抑

止
力
を
持
つ
と
い
う
転
換

で
、
陸
海
空
の
ほ
か
、
宇

宙
、
サ
イ
バ
ー
領
域
も
含

14時集合

（土）

社会を変え戦争勃発の危険高める
２
・
25
講
演
学
習
会
に
67
人

　

目
標
４
の
「
質
の
高
い
教
育
を

み
ん
な
に
」。こ
の
中
に
は
、
１
〜

７
と
ａ
か
ら
ｃ
の
10
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト

が
設
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

２
０
３
０
年
ま
で
に
…
…

①
す
べ
て
の
子
ど
も
が
小
中
学
校

を
卒
業
で
き
る

②
保
育
園
や
幼
稚
園
な
ど
で
小
学

校
に
行
く
準
備
が
で
き
る

③
す
べ
て
の
人
が
、男
女
の
区
別
な

く
、
無
理
な
く
払

え
る
費
用
で
、
技

術
や
職
業
に
関
す

る
教
育
や
、
大
学

を
含
め
た
高
等
教

育
を
受
け
ら
れ
る

よ
う
に
す
る

④
働
き
が
い
の
あ
る

人
間
ら
し
い
仕
事
に
つ
い
た
り

新
し
く
会
社
を
起
こ
し
た
り
で

き
る
よ
う
に
、
仕
事
に
関
す
る

技
術
や
能
力
を
備
え
た
若
者
や

お
と
な
を
た
く
さ
ん
増
や
す

⑤
教
育
の
中
で
男
女
の
差
別
を
な

く
す

⑥
す
べ
て
の
若
者
や
大
半
の
お
と

な
が
、男
女
と
も
に
、読
み
書
き

や
計
算
が
で
き
る
よ
う
に
す
る

⑦
持
続
可
能
な
社
会
を
つ
く
っ
て

い
く
た
め
に
必
要
な
知
識
や
技

術
を
身
に
つ
け
ら
れ
る
よ
う
に

す
る

（
ａ
）子
ど
も
の
こ
と
、
障
害
や
男

女
の
差
な
ど
を
よ
く
考
え
て

学
校
の
施
設
を
つ
く
っ
た
り
、

改
修
し
、
学
習
環
境
を
整
え

る

（
ｂ
）２
０
２
０
年
ま
で
に
、開
発

途
上
国
の
人
が

先
進
国
な
ど
で

職
業
訓
練
や
高

等
教
育
を
受
け

る
た
め
の
奨
学

金
を
増
や
す

（
ｃ
）
国
際
協
力
を
通

じ
特
に
途
上
国

や
島
国
で
先
生
の
数
を
増
や
す

　

…
…
い
ま
、日
本
で
は
教
員
の
人

手
不
足
が
極
め
て
深
刻
で
す
。
ま

た
奨
学
金
と
は
名
ば
か
り
の
学
生

ロ
ー
ン
で
若
者
が
食
い
物
に
さ
れ

て
い
ま
す
。防
衛
費
倍
増
の
前
に
教

育
に
予
算
を
。
地
方
自
治
体
レ
ベ

ル
で
は
給
食
費
の
無
償
化
へ
の
動

き
も
出
て
い
ま
す
。杉
並
で
も
４
月

の
区
議
選
の
争
点
の
ひ
と
つ
で
す
。

持
続
可
能
な
社
会
め
ざ
し
て
⑫

　

す
べ
て
の
人
が
平
和
と
豊
か
さ
を
享
受
で
き
る
こ
と
を
め

ざ
し
国
連
が
定
め
た
「
持
続
可
能
な
開
発
目
標
」
は
、
17
の

大
目
標
を
設
定
し
て
い
ま
す
。

「
質
の
高
い
教
育
を
み
ん
な
に
」
も
そ
の
ひ
と
つ
で
す
。　

質
の
高
い
教
育
を
み
ん
な
に

　みなさんの署名を添えて昨年５月に

杉並区議会に提出した陳情は、区民生

活委員会に付託されましたが、審議さ

れずに議員任期満了で廃棄される見

通しです。

　杉並区議会はこの間、陳情の審議

は委員長に一任するのが慣例となっ

ています。核兵器禁止条約への参加

陳情が審議された（一人の差で不採

択）ように、区民全体にかかる問題

ならまずは審議する姿勢が当たり前

ではないでしょうか。教育の未来の

ためにも。

区議会でインボイス
陳情たなざらし廃案

未来の教育のためにも
区民の声審議する議員を

SDGｓ（Sustainable Development Goals）めざして ～ Quality Education ～

設計労務単価引き上げを
賃金アップにつなげたい
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3
月
当
初
人
員
３
、１
０
０
人

（
分
会
・
群
順　

敬
称
略
）

　

氏　

名

職　

種

所　

属

紹 

介 

者

永
久　

顕
治

ビ
ル
メ
ン
テ

西

荻

直
接
加
入

森
川　

博
之

建
築
・
大
工

西

荻

藍
川　

眞
樹

今
村　

瑛
士

建
築
・
大
工

西

荻

渡
辺　

祐
太

池
﨑　

創
哉

冷
暖
房

西

荻

砂
川　

和
輝

Ｔ
Ｈ
Ｏ
Ｒ
Ｎ 

Ｓ
Ｏ
Ｒ
Ｉ
Ｎ

左
官

西

荻

久
慈　

継
人

Ｎ
Ｇ
Ｕ
Ｙ
Ｅ
Ｎ 

Ｔ
Ｒ
Ｏ
Ｎ
Ｇ 

Ｔ
Ａ
Ｎ

床
・
内
装

西

荻

大
塚　

晃

髙
橋　

伸
一

冷
暖
房

西

荻

上
里　

涼
子

皆
川　

悠
太

土
木
・
舗
装

西

荻

一
ノ
瀬　

タ
イ
子

永
沢　

正
一

土
木
・
舗
装

西

荻

一
ノ
瀬　

タ
イ
子

一
ノ
瀬　

尊

土
木
・
舗
装

西

荻

一
ノ
瀬　

タ
イ
子

杉
浦　

美
樹

給
排
水
・
衛
生
・
ガ
ス

富
士
見

太
田　

太
郎

木
下　

清
美

給
排
水
・
衛
生
・
ガ
ス

富
士
見

太
田　

太
郎

菅
原　

和
成

ガ
ラ
ス

富
士
見

市　

大
介

小
宅　

博
文

設
計
・
製
図

富
士
見

児
玉　

謙
治

根
岸　

英
之

建
築
・
大
工

阿
佐
谷

熊
沢　

慎
太
郎

佐
伯　

海

建
築
・
大
工

阿
佐
谷

長
岡　

利
和

Ｗ
Ａ
Ｈ
Ｙ
Ｕ 

Ｓ
Ｒ
Ｉ 

Ｓ
Ａ
Ｎ
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｏ

防
水

阿
佐
谷

相
澤　

秀
明

Ｍ
Ｕ
Ｈ
Ａ
Ｍ
Ａ
Ｄ 

Ａ
Ｒ
Ｉ
Ｓ 

Ｎ
Ｕ
Ｒ
Ｏ
Ｃ
Ｈ
Ｉ
Ｍ

防
水

阿
佐
谷

相
澤　

秀
明

Ｆ
Ｕ
Ａ
Ｄ 

Ｍ
Ａ
Ｓ
Ｒ
Ｕ
Ｒ
Ｉ

防
水

阿
佐
谷

相
澤　

秀
明

川
崎　

健
太

建
築
・
大
工

阿
佐
谷

相
澤　

秀
明

伊
東　

勇
輝

防
水

阿
佐
谷

相
澤　

秀
明

喜
納　

健
太

電
気

中

央

山
下　

正
樹

浅
田　

勇
馬

電
気

中

央

山
下　

正
樹

山
路　

愛

と
び

浜

福

山
路　

大
輝

荒
木　

有
紀
子

冷
暖
房

浜

福

荒
木　

政
秀

高
橋　

邑
月

屋
根

高

和

直
接
加
入

春
田　

和
生

冷
暖
房

泉

南

ガ
セ
ミ　

ア
キ
バ
ル

臼
井　

友
紀

電
気

泉

南

宮
澤　

周
二

■測量士・測量士補■
【社員・アルバイト】
リーベン開発設計㈱
代表　鈴木　成規
杉並区阿佐谷南3-31-14
℡03-3392-4735

■塗装・防水・電気・営業■
【社員】
㈱しんせん

代表　小笠原　健悦
杉並区堀ノ内3-49-7横尾ビル１F

℡03-3311-2196

■塩ビシート専門■
【社員】
㈱ＵPstart

代表　相澤　秀明
杉並区永福1-39-9-106
℡03-6677-3747

■ガラス工■
【社員】
㈱住硝

代表　市　大介
杉並区高井戸西2-12-16水村ビル１F

℡03-3331-2281

■揚重工■
【社員】
㈱秀英舎

代表　飯岡　秀斗
杉並区和田1-13-11-203
℡080-1230-6083

■鉄筋工■
【社員】

㈱浜辺鉄筋工業
代表　浜辺　秋彦
杉並区清水3-8-9
℡03-6913-6211

■現場管理■
【社員】
㈱佐藤工務店

代表　佐藤　雄一郎
杉並区高井戸西2-12-23
℡03-3334-0082

■造園■
【社員】

㈱ネクストグリーン
代表　堀内幸雄

杉並区堀ノ内2-7-7プチシャンブル101
℡03-6677-7168

■空調・ダクト・電気■
【社員】
㈱拓海設備

代表　ガセミ　アキバル
中野区弥生町2-36-15ＡＧビル

℡03-6382-8605

■現場管理■
【社員】

㈱エッジＰＬＡＮ
代表　島田　幹二朗
杉並区井草2-7-18
℡03-6454-7432

掲載は無料です

どうぞご利用

ください

　仕事を請負でしていれば、工事中の事故や引き渡し
後の作業の過失・欠陥などで賠償責任を負うリスクが
つきまといます。賠償責任保険に加入して備えましょう。
　組合では１件の事故につき最高３億円までのプラン
をご用意。保険料は業種と売上で決まります（直近の
売上を確認できる書類…確定申告書や決算書の損益
計算書）をご用意の上、支部・双木まで。
　※個人の日常生活での賠償には自転車保険で備えを。
　  （年掛金…個人型2,500円、家族型4,500円）

　２月25日（土）、主婦の会は、東京巡りの日
帰りバス旅行を38人の参加で開催しました。
　朝８時30分に支部を出発して築地へ。
　卵焼きや煮込みの店が大勢の外国人客で
行列していました。
　ホテルのランチブッフェを楽しんでから、
NHK放送博物館へ。朝ドラや大河ドラマの
展示のほか、東日本大震災当時のニュース
も流れていました。
　その後、東京ゲートブリッジを経てアクア
シティお台場でお買い物。３年ぶりの旅行に
は初参加者もいて、楽しい一日になりました。

38
人
で
日
帰
り
バ
ス
の
旅

主
婦
の
会
が
都
内
観
光

３年
ぶり

大
河
の
人
物
と
並
ん
で

請負仕事
する人は

　

仕
事
に
起
因
し
た
怪
我

や
病
気
の
備
え
「
労
災
保

険
」
と
失
業
を
防
ぎ
失
業

時
に
生
活
を
支
え
る
「
雇

用
保
険
」
。３
月
ま
で
の
保

険
料
の
確
定
と
４
月
か
ら

の
概
算
の
手
続
き
「
年
度

更
新
」
を
下
記
日
程
で
お

こ
な
い
ま
す
。
該
当
者
に

は
個
別
に
案
内
（
新
規
加

入
は
随
時
受
付
中
）。

労
災
保
険

❶
療
養
補
償
…
原
則
と
し

て
傷
病
が
治
癒
す
る
ま

で
無
料
で
治
療
が
受
け

ら
れ
ま
す
。

❷
休
業
補
償
…
初
診
日
よ

り
４
日
目
か
ら
平
均
賃

金
の
８
割
相
当
が
休
業

日
数
分
支
払
わ
れ
ま
す
。

❸
傷
病
年
金
…
１
年
６
ヵ

月
経
過
し
て
も
治
癒
せ

ず
、
障
害
が
残
っ
た
場

合
に
支
払
わ
れ
ま
す
。

❹
障
害
補
償
…
治
癒
後
に

残
っ
た
障
害
の
程
度
に

応
じ
た
年
金
ま
た
は
一
時

金
。

❺
死
亡
保
障
…
遺
族

補
償
年
金
ま
た
は
一

時
金
、
特
別
給
付
金

（
３
０
０
万
円
）
、
葬
祭

料
（
３
１
５
、０
０
０
円

＋
平
均
賃
金
30
日
分
）。

●
保
険
料
は
業
態
ご
と
に

異
な
る
料
率
に
賃
金
総

額
を
掛
け
て
計
算
し
ま

す
。
建
設
業
は
元
請
工

事
金
額
で
決
め
ま
す
。

事
業
主
・
役
員
の
特
別

加
入
は
、
自
分
で
決
め

た
日
額
に
応
じ
た
保
険

料
で
す
。

雇
用
保
険

❶
求
職
者
給
付
…
求
職
期

間
中
に
給
付
を
受
け

ら
れ
ま
す
。
給
料
・
年

齢
・
離
職
理
由
に
よ
り

ま
す
が
最
高
で
月
25
万

円
程
度
。

❷
育
児
休
業
給
付
…
最
長

で
子
が
２
歳
に
な
る
ま
で
。

❸
出
生
時
育
児
休
業
給
付

…
出
生
後
８
週
以
内
に

２
分
割
・
28
日
を
上
限

に
産
後
パ
パ
育
休
の
取

得
な
ど
で
申
請
可
。

❹
教
育
訓
練
給
付
…
受

講
費
用
の
20
％
、
上
限

10
万
円
な
ど
。

❺
雇
用
調
整
助
成
金
な
ど

の
受
給
に
も
必
要
で
す
。

●
保
険
料
は
業
態
ご
と

（
一
般
・
建
設
・
農
林
水

産
・
清
酒
製
造
）
の
料

率
と
賃
金
等
（
通
勤
手

当
含
む
）
で
決
ま
り
ま

す
。
事
業
主
が
ま
と
め

払
い
し
、
労
働
者
負
担

分
は
毎
月
の
給
料
支
払

い
時
に
天
引
き
し
ま
す
。

今
年
は
４
月
賃
金
確
定

分
か
ら
料
率
が
変
わ
り

ま
す
（
１
面
参
照
）
。

　下記日程で年度更新を受け付けます
（新規加入・委託がえは随時）。
①各種印鑑（事業所印・代表者印）
②保険料・事務費　
※賠責保険加入の方は売上確認書類が必要

日程　４月11・13・17・19・21・25日
　　　５月10・12・15・17・19日
午前10時～11時45分、午後１時～４時
会場　支部別館２階
※特別加入者の日額変更は３月24日（金）
までに連絡を。以後は７月中旬まで前年
度の日額での給付になります。

仕事・くらしに活かそう

省エネリフォーム３事業
　従来のこどもみらい住宅支援事
業を引き継ぎ発展させた３省（国
交・経産・環境）の省エネリフォーム
支援です。
　①断熱窓改修（上限200万）②エ
コすまい（上限30万）③給湯省エネ
（上限15万）があり、事業者目線で
は仕事確保に、消費者目線では財布
にあたたか。事業者登録が必要です。
支部でもサポートします。
　詳しくは村松まで。

　

働
き
方
改
革
関
連
法
の

施
行
に
よ
り
今
年
の
４
月
１

日
か
ら
、
中
小
企
業
で
も
月

60
時
間
以
上
の
時
間
外
労
働

の
割
増
率
が
50
％
に
な
り
ま

す
。
罰
則
つ
き
労
働
時
間
の

上
限
規
制
も
来
年
４
月
に
迫

り
、
対
策
は
待
っ
た
な
し
で

す
。

　

今
年
の
４
月
か
ら
は
月
の

時
間
外
労
働
が
60
時
間
以

上
の
場
合
、
中
小
企
業
で
も

割
増
賃
金
が
50
％
に
な
り
ま

す
。

　

実
は
労
働
基
準
法
で
は

時
間
外
労
働
を
さ
せ
る
の
は

原
則
と
し
て
違
法
行
為
で

す
。
そ
れ
を
使
用
者
と
労
働

者
で
協
定
を
結
び
、
労
働
基

準
監
督
署
に
届
け
出
る
と
違

反
を
問
わ
れ
な
く
な
り
ま
す
。

こ
の
届
け
出
が
36
（
サ
ブ
ロ

ク
）
協
定
で
す
。

　

残
業
時
間
上
限
の
罰
則

つ
き
規
制
（
月
45
時
間
・
年

３
６
０
時
間
、
特
別
な
協
定

で
単
月
１
０
０
時
間
、
複
数

月
平
均
80
時
間
）
が
、
建
設

業
で
も
来
年
４
月
か
ら
適
用

さ
れ
ま
す
。

　

週
６
日
労
働
の
建
設
業
は

違
反
に
な
る
可
能
性
大
。
工

事
の
遅
延
も
予
想
さ
れ
ま
す

が
、
労
働
者
確
保
の
た
め
に

も
見
直
し
が
急
務
で
す
（
Ｑ

Ｒ
コ
ー
ド
参
照
）
。

　

個
別
の
相
談
を
支
部
で
も

受
け
て
い
ま
す
。

今年４月からの変更もアリ

働き方の見直しを
まず３６協定
残業は割増賃金
時間規制もあと１年
『働き方改革』

月
60
時
間
超
の
割
増

今
年
４
月
か
ら
５
割

罰
則
つ
き
上
限
規
制

建
設
業
は
来
年
４
月

残
業
に
は
そ
も
そ
も

36
協
定
が
必
要

必ず掛けておきましょう

賠償責任保険
事
業
所
労
働
保
険
年
度
更
新

主
な
給
付
な
ど
を
紹
介

年度更新手続き日程

窓など
改修で

最高200万
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を
住
民
投
票
で
問
い
、
事
業
を
止
め
て

自
然
を
守
っ
た
と
こ
ろ
で
、
カ
ヌ
ー
イ
ス

ト
で
作
家
の
野
田
知
佑
（
の
だ
と
も
す

け
）
さ
ん
と
一
緒
に
川
の
保
全
や
川
を
通

し
て
の
教
育
を
す
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
で
働
き
ま

し
た
。
７
年
ほ
ど
つ
と
め
る
一
方
、
中
央

ア
ジ
ア
な
ど
海
外
へ
も
出
か
け
て
多
く

の
も
の
を
見
て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
間
、
自
然
を
守

る
に
あ
た
っ
て
行
政
任

せ
に
し
な
い
こ
と
の
大

切
さ
を
実
感
し
、
人
の

つ
な
が
り
も
で
き
ま
し

た
が
、
な
に
よ
り
の
幸

運
は
キ
ャ
ン
プ
ス
ク
ー

ル
の
ス
タ
ッ
フ
と
し
て

来
て
い
た
敬
子
さ
ん
と

知
り
合
え
た
こ
と
で
す

（
の
ち
に
結
婚
、
一
昨

年
に
娘
も
生
ま
れ
ま
し

た
）
。

　

２
０
１
０
年
か
ら
は

秋
田
の
由
利
本
荘
市
で

林
業
の
会
社
に
つ
と
め
、

そ
の
後
埼
玉
の
ふ
じ
み
野
市
に
移
っ
て

飯
能
の
会
社
で
働
き
、
昨
年
杉
並
に
転

居
し
て
東
京
土
建
に
入
り
ま
し
た
。

　

い
ま
は
東
村
山
や
狭
山
丘
陵
な
ど
の

公
園
の
仕
事
が
多
い
で
す
。
全
国
的
に

広
が
っ
て
い
る
ナ
ラ
枯
れ
へ
の
対
応
で

す
。
か
つ
て
は
薪
炭
林
で
あ
っ
た
の
に
、

管
理
さ
れ
な
く
な
っ
て
、
虫
が
（
カ
シ
ノ

ナ
ガ
キ
ク
イ
ム
シ
）
菌
を
運
び
病
気
に

な
っ
て
い
ま
す
。
自
然
と
付
き
合
う
に

は
人
間
の
都
合
だ
け
優
先
し
て
は
う
ま

く
い
か
な
い
し
、
だ
か
ら
こ
そ
面
白
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

【
取
材　

喜
多
正
之
】

　

私
は
兵
庫
県
伊
丹
市
の
出
身
で
す
。

「
太た

い
ち一

」
の
名
は
、
製
材
業
を
営
ん
で

い
た
祖
父
が
父
母
と
相
談
し
て
し
っ
か

り
太
く
一
本
筋
の
通
っ
た
人
間
に
な
っ
て

ほ
し
い
と
命
名
し
ま
し
た
。

　

商
社
で
働
い
て
い
た
父
の
転
勤
で
小

学
生
の
時
は
５
年
ま
で
モ
ス
ク
ワ
に
い

ま
し
た
。
マ
ク
ド
ナ
ル
ド
１
号
店
が
で

き
、
ル
ー
ブ
ル
払
い
の
人

の
列
は
大
行
列
だ
っ
た

の
に
、
ド
ル
払
い
の
外
国

人
む
け
の
入
口
は
が
ら

空
き
で
驚
き
ま
し
た
。

　

帰
国
後
、
中
学
校
で

は
父
が
野
球
好
き
だ
っ

た
影
響
で
野
球
部
に
、

高
校
は
ラ
グ
ビ
ー
部
で

活
動
し
ま
し
た
。
先
生

に
も
め
ぐ
ま
れ
、
精
神

力
と
、
な
に
よ
り
体
が

強
く
な
っ
た
と
思
っ
て
い

ま
す
。

　

大
学
生
の
時
に
は
ロ

シ
ア
語
の
先
生
の
出
身

地
で
あ
る
キ
ル
ギ
ス
に
留
学
し
た
ほ
か
、

ア
ジ
ア
や
欧
州
、
ア
メ
リ
カ
な
ど
も
旅

し
、
２
０
０
３
年
４
月
に
大
学
を
で
て
徳

島
県
に
移
住
。
こ
こ
は
２
０
０
０
年
１
月

23
日
、
全
国
で
初
め
て
国
の
公
共
事
業

太く一 本 の 道をゆく

仕事も人もつながりながら

巣
すや ま

山 太
たい ち

一さん　井荻・造園

２
月
慶
弔
傷
病
見
舞
金
支
給

39
件

　

ど
け
ん
共
済
は
組
合
員

が
病
気
や
ケ
ガ
で
働
け
な
く

な
っ
た
時
の
生
活
を
助
け
合

い
、
結
婚
や
出
産
、
仲
間
や

家
族
が
亡
く
な
っ
た
時
な
ど

に
給
付
さ
れ
る
み
ん
な
の
助

け
合
い
制
度
で
す
。
こ
れ
ま

で
に
多
く
の
仲
間
が
給
付
を

受
け
て
い
ま
す
。（
敬
称
略
）

■
お
め
で
と
う

【
出
産
】

工
藤　

一
輝
（
富
士
見
）

高
橋　

美
羽
（
浜　

福
）

【
成
人
】  

１
件

■
お
大
事
に

【
傷
病
見
舞
金
】

渡
邊　

峰
人
（
井　

荻
）

有
本　
　

剛
（
西　

荻
）

五
味　

成
康
（
富
士
見
）

山
本　

淳
史
（
富
士
見
）

島
袋　

修
一
（
阿
佐
谷
）

石
黒　

郁
子
（
阿
佐
谷
）

田
母
神
裕
和
（
阿
佐
谷
）

大
友　

浩
文
（
中　

央
）

山
下
由
美
子
（
中　

央
）

羽
毛
田
正
夫
（
中　

央
）

森
谷　

成
宏
（
浜　

福
）

有
本　

幸
子
（
浜　

福
）

　

ほ
か
17
件

■
お
悔
や
み

　

申
し
あ
げ
ま
す

【
本
人
死
亡
】

榎
本　

延
夫
（
井　

荻
）

見
世　
　

潔
（
中　

央
）

工
藤　

育
美
（
中　

央
）

鮎
澤　

勝
幸
（
中　

央
）

佐
々
木　

勇
（
泉　

南
）

【
家
族
死
亡
】

２
件

　組合員の子どもの新入学に図書カード
（5,000円相当）を贈呈する「新入学お祝い金」。
昨年４月入学のお祝いは今月24日までに申請し
てください。

申請のしかた

①慶弔金支給申請書（支部にあります）
②親子関係と年齢の確認できる書類
（続柄記載の住民票などのコピー）
①②をそろえ群・分会または支部に提出。

対象は何年生まれの子？

小学校…2015年（平成27年）４月２日～
　　　　2016年（平成28年）４月１日生まれ
中学校…2009年（平成21年）４月２日～
　　　　2010年（平成22年）４月１日生まれ

※不明点は支部・中島まで（℡3313-1445）

倉田厚生文化部長より

小・中新入学のお祝い小・中新入学のお祝い
申請はお忘れなく申請はお忘れなく

　

２
月
24
日
（
金
）
夜
出

発
で
26
日
（
日
）
ま
で
、
後

継
者
対
策
部
・
青
年
部
共

催
の
ス
キ
ー
・
ス
ノ
ボ
ツ

ア
ー
を
39
人
の
参
加
で
お

こ
な
い
ま
し
た
。

　

今
年
の
会
場
は
、
福
島

は
猪
苗
代
の
リ
ス
テ
ル
ス

キ
ー
フ
ァ
ン
タ
ジ
ア
。
24

日
深
夜
に
ホ
テ
ル
リ
ス

テ
ル
に
着
い
て
お
部
屋

で
し
っ
か
り
休
み
を
と
り
、

翌
朝
は
元
気
い
っ
ぱ
い
で

白
銀
の
ゲ
レ
ン
デ
に
繰
り

出
し
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
は
ス
キ
ー

学
校
に
入
っ
た
り
、ホ
テ
ル

で
プ
ー
ル
遊
び
を
し
た
り
。

ベ
テ
ラ
ン
も
ゆ
っ
く
り
滑
っ

て
温
泉
に
浸
か
り
、
思
い

出
話
を
肴
に
お
い
し
い
お

酒
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
全
世
代
型
の

交
流
イ
ベ
ン
ト
を
計
画
し

て
い
き
ま
す
。

教室で基礎からしっかり

ベテランも交流 温泉プールも満喫

２・24夜発～26 青年・後継者スキー・スノボツアー 39人が参加

ベ
テ
ラ
ン
も
若
手
も

滑
っ
て
語
っ
て
楽
し
く
交
流

２
日
間
す
っ
か
り
楽
し
み
こ
の
笑
顔

巣
山
太
一
さ
ん


